




   
１． 書式概要 
(1)原稿の長さは、原則として論文 30ページ程度、その他 15ページ程度を上限とする。 
 
(2) MS-Word を使用して作成し、A4用紙に横書きとする。使用言語は原則として英語または日本語とす
る。和文は「MS明朝体」、英文は「Times New Roman または Times」、文字サイズは和・英文とも本文は 11














 ３．Abstract：氏名・所属の後に 1 行あけ、本文の執筆言語によらず英文で Abstract を 150～250words
程度で記す。先頭の字下げはしない。11ポイント。 
 ４．キーワード：Abstract の後に 1行あけ、執筆言語を中心にキーワード/ Keywords または Keywords/
キーワードの順に 5つ程度挙げる。11ポイント。 
 ５．本文：キーワード/Keywords の後に 1行あけ、本文を始める。 
 
（２）本文の章立て、字下げ等  
 １．字下げ：和文 1字、英文 5ストローク 
 ２．章：1. 2．3．…と通し番号をつけ、ボールド。センタリングはしない。章の前は 1行空ける。 
 ３．節：2.1 2.2 2.2.1 3.1 3.2 ４…のように通し番号をつけ、ボールド。センタリングはしな
い。節の前は 1行空けない。 
 例：                  
 １．はじめに 
   〇〇〇〇〇〇・・・ 
 
 ２．先行研究 




   〇〇〇〇〇〇・・・ 
  〇〇〇〇〇〇〇 
2.2 日本語学習者の学習傾向分析 
2.2.1 大学日本語科のケース 











   〇〇〇〇〇〇・・・ 
〇〇〇〇〇〇〇 
 
（３）参考文献：基本的に APA（第 6版）に準ずる。 
First author last name, First author first name initial. First author middle name initial. (#### year of publication). 
Title of the journal article. Name of the Periodical, ## volume number of periodical(#issue number of periodical – if 
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